














結語 

正常新生児 28 例,低出生体重児 65 例(うち極小未熟児 23 例,超未熟児 8 例)のリンパ球内

Mg濃度を経時的に測定し,体内Mg欠乏状態にある極小未熟児23例に0.25mEq/㎏/dayのMg

含有輸液を行いリンパ球内 Mg濃度の回復過程を観察し,さらに超未熟児 14 例で Mg含有輸

液の効果を検討し以下の成績を得た。 

1)正常新生児の早期新生児期のリンパ球内 Mg 濃度は 4.7±0.6μg/108 であった。 

2)早期新生児期の極小未熟児,超未熟児のリンパ球内 Mg 濃度は,おのおの 3.8±O.3,3.0±

0.4μg/108であり,正常値に比し有意に低下していたことから体内Mg欠乏状態にあること

が写された。 

3)0.25mEq/㎏/dayの Mg含有輸液をMg欠乏状態にある極小未熟児,超未熟児に行うと,リン

パ球内 Mg 濃度は輸液開始後 3日で正常値に回復した。 

4)Mg 含有輸液を行った超未熟児群での敗血症による死亡は,非含有輸液群に比し有意に低

値であった。 


